
『
正
造
さ
ん
の
部
屋
』
の
ご
案
内 

  

水
や
土
地
に
め
ぐ
ま
れ
、
お
い
し
い
お
米
や
野
菜
が
と
れ
る
北
川
辺
。
今
、
こ
の
地
で
豊
か
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
多
く
の
先
人
た
ち
の
苦
労
や
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

そ
の
偉
大
な
先
人
の
一
人
、
田
中
正
造
さ
ん
の
お
墓
が
本
校
に
は
あ
り
ま
す
。 

 

わ
た
し
た
ち
の
住
む
こ
の
北
川
辺
を
、
遊
水
地
化
計
画
か
ら
救
っ
て
く
れ
た
正
造
さ
ん
。
自
分
を
す
て

て
、
一
生
を
人
々
の
た
め
に
さ
さ
げ
た
正
造
さ
ん
。「
正
し
い
こ
と
を
や
る
」
と
覚
悟
を
決
め
、
正
義
を
つ

ら
ぬ
く
鉄
の
人
。 

わ
た
し
た
ち
は
、
正
造
さ
ん
の
生
き
方
に
学
び
、
正
造
さ
ん
の
正
義
感
や
勇
気
を
見
習
う
と
と
も
に
、

そ
の
教
え
を
語
り
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
田
中
正
造
さ
ん
の
生
き
方
や
考
え
方

に
い
つ
で
も
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
校
内
に
『
正
造
さ
ん
の
部
屋
』
を
開
設
し
ま
し
た
。 

ど
な
た
で
も
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

開
館
時
間
・
・
・
午
前
九
時
～
午
後
四
時 

 

開 

館 

日
・
・
・
月
～
金
曜
日
（
た
だ
し
、
祝
日
、
及
び
年
末
年
始
休
業
日
を
除
く
） 

 

場 
 

所
・
・
・
北
川
辺
西
小
学
校
１
階
（
お
参
り
を
し
た
と
き
に
校
舎
を
ご
覧
く
だ
さ
い
） 

『
正
造
さ
ん
の
部
屋
』 

●
主
な
展
示
品
等 

・
正
造
翁
直
筆
の
懐
紙
和
歌 

・
正
造
翁
没
後
一
〇
〇
年
記
念
事
業 

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
新
聞
記
事
、
児

童
の
作
文
等 

・
正
造
翁
の
直
訴
状 

・
正
造
翁
の
肖
像
画 

・
正
造
翁
と
郷
土
を
守
っ
た
先
人 

・
正
造
翁
の
遺
骨
の
埋
葬
地
の
写
真 

・
正
造
翁
の
遺
品 

・
正
造
翁
に
関
す
る
絵
葉
書 

・
正
造
翁
に
関
す
る
新
聞
記
事 

・
正
造
翁
に
関
す
る
図
書 

・
足
尾
鉱
毒
事
件
関
連
年
表 

・
足
尾
銅
山
の
航
空
写
真 

・
黄
銅
鉱 

・
渡
良
瀬
遊
水
地
の
歴
史 

・
児
童
作
成
の
正
造
翁
の
生
涯
年
表 

・
学
校
だ
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

等
々 

 

 

 

 

 

 

体
育
館 

正
造
翁

の
墓 

※ご覧になりたいと

きは、職員室に声を

かけてください。 

職
員
室 

 

玄
関 

 

校
長
室 

 

正
造
さ
ん 

の
部
屋 

 

保
健
室 


